
中学校 社会科 
 

 
 

 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化

する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基

礎を次のとおり育成することを目指す。 

 

 

 

 

 

 

【地理的分野】 内容構成が大きく変わっています。 

現行学習指導要領  新学習指導要領 

１ 世界の様々な地域 

  ア 世界の地域構成 

  イ 世界各地の人々の生活と環境 

  ウ 世界の諸地域 

  エ 世界の様々な地域の調査 

２ 日本の様々な地域 

  ア 日本の地域構成 

  イ 世界と比べた日本の地域的特色 

  ウ 日本の諸地域 

  エ 身近な地域の調査 

 A 世界と日本の地域構成 

 （１）地域構成 

B 世界の様々な地域 

 （１）世界各地の人々の生活と環境 

 （２）世界の諸地域 

C 日本の様々な地域 

 （１）地域調査の手法 

 （２）日本の地域的特色と地域区分 

 （３）日本の諸地域 

 （４）地域の在り方 

【歴史的分野】については、他分野と同様、大項目が置かれました。【公民的分野】は特に変更在りません。 

 

 

将来につながる現代的な諸課題を踏まえて教育内容の見直しが図られました。 

地理的分野 
「世界の諸地域の学習」において、地球規模の課題等を主題として取り上げた学習を充実させるとともに、

防災・安全教育に関して空間情報に基づく危険の予測に関する指導を充実させる 

歴史的分野 
我が国の歴史的事象に間接的な影響を与えた世界の歴史の学習についても充実させるとともに、民主政

治の来歴や人権思想の広がりなどの動きを取り上げる 

公民的分野 
防災情報の発信・活用に関する指導、情報化など知識基盤社会化による産業や社会の構造的な変化や

その中での起業に関する扱い、選挙権年齢引き下げに伴う政治参加等に関する指導を充実させる 

  

我が国の国土と歴史、現代の政治、経済、国際関係などに関して理解するとともに、調査

や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 
知識・技能の習得 

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり、社会に見

られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力、思考・判断したことを説明したり、それら

を基に議論したりする力を養う。 

社会的事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を

養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の国土や歴史に

対する愛情、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、他国や

他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

内容構成の改善 

 

１ 改訂の趣旨及び要点 

目標の改善 

 

新学習指導要領のポイント 

統合 

「手法」
を統合 

「地域課題の
追究」を継承 

「地域区分」
を移行 

世界及び日本の地域構成
に関する学習を関連づけ、
世界と日本の地理的認識
の座標軸を形成することを
意図し、統合して冒頭に位
置付け 

全体像をとらえる 

生徒の生活舞台を主要な
対象地域とした、観察や野
外調査、文献調査などの
実施方法を学ぶ 

技能の習得中心 

地域の将来像を構想する 

地域の課題解決 

学習内容の改善・充実 

 



思考力 

判断力 

表現力等 

 

 

 

資質・能力の育成をめざした授業づくりをするためには、「社会的な見方・考え方」を働かせるようにどのような「問

い」を設定するかを考えることが大切です。単元など内容や時間のまとまりを見通した「問い」を設定し、社会的事

象等の意味や意義、特色や相互の関連等を考察したり、社会に見られる課題を把握してその解決に向けて構想

したりする学習を一層充実させ、思考・判断・表現を経て深い理解に迫ることが求められます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

資質・能力を育成するためには、課題を追究したり解決したりする活動の充実が求められます。主体的・対話的

で深い学びが実現されるよう、生徒が社会的事象等から学習課題を見いだし、課題解決の見通しをもって他者と

協働的に追究し、追究結果をまとめ、自分の学びを振り返ったり新たな問いを見出したりする方向で充実を図って

いくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸資料等から様々な情報を効果的に調べまとめることによって「技能」を身に付けるようにするだけでなく、諸資料

等を基にして多面的・多角的に考察したり、考察、構想（選択・判断）したことについて資料等を適切に用いて

論理的に示したりすることによって、「思考力、判断力、表現力等」も育成することを意識することが大切です。その

際、新聞や公的機関が発行する資料等や博物館や資料館、図書館などの公共施設も積極的に活用しましょう。 

 
社会的事象等について調べまとめる技能 

情報を収集する技能 
手段を考えて課題解決に必要な社会的事象等

に関する情報を収集する技能 

情報を読み取る技能 
収集した情報を社会的な見方・考え方に沿って

読み取る技能 

情報をまとめる技能 
読み取った情報を課題解決に向けてまとめる技

能 

  

 

 産業の立地に関わる

一般的課題 

 アメリカにおける 

地域特有の課題 

２ 中学校社会科における授業づくりのポイント 

ポイント①：「社会的な見方・考え方」を意識した「問い」の設定 

 

ポイント②：課題を追究したり解決したりする活動の充実 

主
な
学
習
過
程
の
例 

● 学習課題を設

定する 
・社会的事象等
を知る 

・気付きや疑問
を出し合う 
・課題意識を醸

成する 
・学習課題を設
定する 

 課題解決の見

通しを持つ 
・予想や仮説を
立てる 

・調査方法、追
究方法を吟味
する 

・学習計画を立
てる 

 予想や仮説の

検証に向けて
調べる 
・学校外での観

察や調査など
を通して調べる 
・様々な種類の

資料を活用し
て調べる 
・他の生徒と情

報を交換する 

 社会的事象等の意味や
意義、特色や相互の関

連を考察する 
・多面的・多角的に考察
する 

・話し合う（討論等） 
 社会に見られる課題を把
握して解決に向けて構想

する 
・複数の立場や意見を踏
まえて解決に向けて選
択・判断する 

 考察したことや構
想したことをまと

める 
・学習課題を振り
返って結論をまと

める 
・結論について他の
生徒と話し合う 

・学習課題につい
てレポートなどにま
とめる 

 学習を振り返って
考察する 

・自分の調べ方や
学び方、結果を
振り返る 

・学習成果を学校
外の他者に伝え
る 

・新たな問い（課
題）を見出したり
追究したりする 

動機付け 方向付け 情報収集 考察・構想 まとめ 振り返り 

課題把握 課題追究 課題解決 

ポイント③：「社会的な見方・考え方」を働かせる資料の工夫 

 

資 料 

多面的・多角的に考察 関連づけて 

アメリカでは農業地域の分布に 

どのような特色があるのだろう 

例 

地域の

人々の 

生活 

自然環境 
都市の

分布 

交通網

の整備 

社会的事象を、位置や空間的な広がりに着目して捉え、地域の環境条件や 

地域間の結び付きなどの地域という枠組みの中で、人間の営みと関連付けること 
地理的分野の場合 社会的事象の 

地理的な見方・考え方 

働かせるように 
「問い」を設定 


